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文化の花咲く 文化の花咲く 国民文化祭 国民文化祭 国民文化祭 
十
月
四
日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て
、県
内
四
十
四
市
町
村
で
国
民
文
化

祭
が
開
催
さ
れ
、各
地
で
特
色
あ
る
催
し
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
庄

市
で
は
、「
民
謡
民
舞
の
祭
典
」「
文
芸
祭
連
句
大
会
」「
神
室
民
話
の

里
語
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」「
環
境
芸
術
の
祭
典
」
の
四
事
業
を
開
催
し

ま
し
た
。市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
運
営
を
支
え
、全
国

各
地
か
ら
の
出
演
者
や
市
民
ら
が
発
表
を
行
い
、文
化
を
通
じ
た
心
温

ま
る
交
流
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
十
月
十
一
日
と
十
二
日
、市
民
プ
ラ
ザ
で「
文
芸
祭

連
句
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
初
日
は
吟
行
会
、

募
吟
と
ミ
ニ
連
句
の
表
彰
、翌
日
は
北
陽
社
に
よ
る

正
式
俳
諧
興
行
の
披
露
、実
作
会
が
行
わ
れ
、連
句

を
通
し
、市
民
や
愛
好
者
が
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
 

▲会場の運営を手伝う市民ボランティア 
（市民文化会館） 

▲全国各地から本場の踊り8団体が参加した「全国民舞パレード」 
見学した約5000人の市民も大喜び（10月5日／駅前通り） 

▲国民文化祭に協賛して開催された 
西田幹夫写真展 
（10月9日～15日／市民プラザ） 

▲北陽社による正式俳諧興行披露（10月12日／市民プラザ） 

▲吟行（10月11日／市内旧跡など） 

▲高校生ボランティアが新庄駅で総合案内 ▲総勢1600人が出演しふるさとの心を唄いあげる民謡にあわせ華やかな踊りが繰り広げられた「民謡民舞の祭典」ステージ（10月5日／市民文化会館） 

▲実作会（10月12日／市民プラザ） 

　
十
月
五
日
の「
民
謡
民
舞
の
祭
典
」で
は
、県
内
外

か
ら
六
十
一
団
体
・
千
六
百
人
が
出
演
。
山
形
県
や
全

国
各
地
に
伝
わ
る
代
表
的
な
民
謡
民
舞
が
ス
テ
ー
ジ

上
で
華
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
駅
前
通
り
で
は
、「
全
国
民
舞
パ
レ
ー
ド
」
が
行
わ

れ
、詰
め
か
け
た
多
く
の
市
民
と
踊
り
手
が
一
体
と
な
っ

て
民
舞
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

　
総
勢
三
千
八
百
三
十
一
人
も
の
観
客
で
に
ぎ

わ
っ
た
「
神
室
民
話
の
里
語
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
。

語
り
部
た
ち
は
日
本
各
地
に
伝
わ
る
民
話
を
次
々

に
披
露
し
ま
し
た
。
 

　
子
ど
も
た
ち
も
見
事
な
民
話
語
り
を
披
露
。

ベ
テ
ラ
ン
の
絶
妙
な
語
り
で
は
、会
場
は
、遠
い
昔

へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
、参
加
者
は
幻
想
的
な
民
話
の
世
界
へ

引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
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文文化の花咲く 文化の花咲く 文化の花咲く 国民文化祭 国民文化祭 

▲入口で見学者を出迎えた「こども野外芸術展」 

▲会期中、市内の小中学生1200人が見学に訪れた「環境芸術の祭典」 
（10月5日～12日／本合海・最上川河川敷・田園） 

▲文部科学大臣奨励賞「できるだけ」 ▲山形県教育委員会教育長賞「モスら」 

▲「神室の里語り」（10月12日／萩野地区公民館） ▲萩本欽一氏の特別講演に会場は大爆笑（10月11日／市民文化会館） 

▲堂 と々語りを披露した全体会 
（10月11日／市民文化会館） 

▲分散会での民話語り 
（10月11日／市民文化会館） 

▲6軒の｢民話茶屋｣で開催した「路端語り」 
（10月12日／駅前通りなど） 

▲昔ながらのいろりを囲んで「炉端語り」（10月12日／旧矢作家住宅） 

　
山
、川
、木
々
な
ど
自
然
の
多
様
性

に
恵
ま
れ
た
最
上
川
河
川
敷
な
ど
を

キ
ャ
ン
パ
ス
に
、全
国
か
ら
公
募
し
た

環
境
芸
術
作
品
二
十
二
点
を
展
示

し
た
「
環
境
芸
術
の
祭
典
」
。
制
作

者
も
観
賞
し
た
人
も
、自
然
と
の
共

生
・
美
学
を
探
り
ま
し
た
。
 

　
五
日
に
は
、ゆ
め
り
あ
で
美
術
評

論
家
・
中
原
佑
介
氏
に
よ
る
記
念
講

演
が
行
わ
れ
、参
加
者
は
「
景
観
と

美
術
」
と
題
し
た
独
自
の
美
術
論
に

聴
き
入
り
ま
し
た
。
 

　
総
勢

　
総
勢
三
千
八
百
三
十
一
人
も
の
観
客
観
客
で
に
ぎ

わ
っ
た
「
神
室
民
話

神
室
民
話
の
里
語
里
語
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
。

語
り
部
た
ち
は
日
本
各
地

本
各
地
に
伝
わ
る
民
話
民
話
を
次
々

に
披
露
披
露
し
ま
し
た
。
 

　
子
　
子
ど
も
た
ち
も
見
事
見
事
な
民
話
語

民
話
語
り
を
披
露
披
露
。

ベ
テ
ラ
ン
の
絶
妙
絶
妙
な
語
り
で
は
、会
場
会
場
は
、遠
い
昔

へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
雰
囲
気

雰
囲
気
に

包
ま
れ
、参
加
者

参
加
者
は
幻
想
的

幻
想
的
な
民
話
民
話
の
世
界
世
界
へ

引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
 

　
総
勢
三
千
八
百
三
十
一
人
も
の
観
客
で
に
ぎ

わ
っ
た
「
神
室
民
話
の
里
語
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
。

語
り
部
た
ち
は
日
本
各
地
に
伝
わ
る
民
話
を
次
々

に
披
露
し
ま
し
た
。
 

　
子
ど
も
た
ち
も
見
事
な
民
話
語
り
を
披
露
。

ベ
テ
ラ
ン
の
絶
妙
な
語
り
で
は
、会
場
は
、遠
い
昔

へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
、参
加
者
は
幻
想
的
な
民
話
の
世
界
へ

引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
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危
機
的
状
況
の
打
開
へ
向
け
て 

財
政
の
健
全
化
を
進
め
て
い
ま
す 

い
ま
、全
国
の
七
割
の
市
町
村
が
財
政
危
機
に
直
面
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
中
で
も
、新
庄
市
の
財
政
状
況
は
特
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

先
月
号
の
決
算
特
集
で
、新
庄
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、 

今
回
は
、こ
こ
ま
で
至
っ
た
経
過
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。 ■

こ
の
ま
ま
で
は
赤
字
に
 

 　
十
四
年
度
決
算
の
経
常
収
支
比
率
は

九
十
八
・
五
％
。こ
れ
は
、一
般
財
源
の
収

入
約
百
億
円
の
う
ち
、公
債
費
、扶
助
費
、

人
件
費
な
ど
経
常
的
な
経
費
に
約
九
十

九
億
円
を
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

自
由
に
使
え
る
残
り
は
約
一
億
円
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
新
庄
市
で
は
、こ

の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況
が
こ
の
数

年
間
続
い
て
い
ま
す
。
 

　
今
年
度
は
、除
排
雪
経
費
と
し
て
必

要
な
約
二
億
円
が
ま
だ
確
保
で
き
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、こ
の
ま
ま
市
税
な
ど
の

歳
入
の
落
ち
込
み
が
続
け
ば
、来
年
度
は

約
十
一
億
円
の
財
源
不
足
と
な
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
今
後
、早
急
に
、特
例

的
な
対
策
を
と
ら
な
け
れ
ば
赤
字
と
な

る
こ
と
が
確
実
な
状
況
で
す
。
 

（
表
‐
1
参
照
） 

■
財
源
の
減
少
と
 

　
公
債
費
の
増
大
が
原
因
 

 　
市
は
、こ
れ
ま
で
地
域
の
発
展
と
市
民

生
活
の
向
上
の
た
め
、ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

施
策
を
積
極
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
効
果
は
、生
活
の
利
便
性
の
向
上
や

交
流
人
口
の
拡
大
に
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
表
‐
2
参
照
） 

　
し
か
し
、景
気
の
低
迷
に
よ
り
、歳
入

総
額
の
約
六
割
を
占
め
る
市
税
と
地
方

交
付
税
は
、こ
こ
数
年
大
き
く
落
ち
込
ん

で
き
ま
し
た
。
加
え
て
、こ
こ
十
年
間
の

大
規
模
事
業
に
使
っ
た
市
債（
借
金
）の

償
還
が
始
ま
り
、公
債
費（
借
金
の
返
済
）

や
最
上
広
域
事
務
組
合
分
担
金
な
ど
、

歳
出
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
対
策
と
し
て
市
は
、市
債
残
高
が

増
え
経
常
収
支
比
率
が
九
十
％
に
近
づ

い
た
十
一
年
度
に
「
公
債
費
負
担
適
正
化
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［表-１］ 経常一般財源・経常経費・経常収支比率の推移 

80

85

90

95

100

105
％ 

繰出金 

補助費等 

維持補修費 

物件費 

公債費 

扶助費 

人件費 

経常一般財源 

15年度は見込み 

経常収支比率経常収支比率 経常収支比率 

15（見込み） 

2,997

427

2,470

835

355

2,195

943

10,222

10,075

101.4%

14

3,081

458

2,315

900

314

2,129

799

9,996

10,148

98.5%

13

3,058

422

2,277

905

383

1,940

750

9,735

10,266

94.8%

11

3,059

644

1,943

880

412

1,696

484

9,117

10,164

89.7%

9

3,051

588

1,680

757

326

1,242

306

7,950

9,393

84.6%

7区分 

経常経費 

2,973

480

1,343

835

384

1,170

272

7,457

8,798

84.8%

5年度 

人件費 

扶助費 

公債費 

物件費 

維持補修費 

補助費等 

繰出金 

計 

2,785

404

1,049

790

429

1,070

197

6,725

8,074

83.3%

経常一般財源 

経常収支比率 

［単位：百万円］ 

4



計
画
」
を
策
定
。
市
債
の
発
行
を
極
力

抑
え
る
と
と
も
に
、基
金
の
積
み
立
て
に

よ
る
公
債
費
の
財
源
確
保
を
図
り
ま
し

た
。そ
の
結
果
、十
一
年
度
ま
で
に
増
え
続

け
て
い
た
市
債
残
高
が
十
二
年
度
以
降

減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
定
員
適
正

化
計
画
」
に
よ
り
職
員
数
を
平
成
二
年

度
の
四
百
三
十
七
人
か
ら
今
年
度
の
三

百
九
十
六
人
へ
と
約
一
割
削
減
し
て
き
ま

し
た
。
 

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
は
財
政
調
整
基
金
な

ど
の
積
立
金
の
取
り
崩
し
に
よ
り
収
支

を
調
整
し
て
き
ま
し
た
が
、財
政
調
整

基
金
も
昨
年
度
末
で
六
千
八
百
万
円
を

割
り
、今
年
度
末
で
は
底
を
つ
く
状
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
に
、ま
っ
た
く
余
裕
の
な
い

状
況
の
中
で
収
入
が
大
き
く
落
ち
込
ん

だ
た
め
、現
在
、極
度
の
財
政
硬
直
状
態

に
陥
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　（
表
‐
3
参
照
） 

 ■
徹
底
し
た
内
部
努
力
と
対
策
で
 

財
政
の
健
全
化
を
進
め
ま
す
 

 　
財
政
を
立
て
直
し
、計
画
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、次
の
項
目
を
目
標

に
対
策
を
進
め
ま
す
。
 

●
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
経
常
収
支

比
率
を
九
十
一
％
以
下
に
、起
債
制
限
比

率
を
十
五
％
以
下
に
抑
制
 

●
五
年
間
で
職
員
数
四
十
人
を
削
減
 

●
公
共
施
設
の
管
理
運
営
を
見
直
し
組

織
を
ス
リ
ム
化
 

●
事
務
・
事
業
の
ゼ
ロ
か
ら
の
見
直
し
 

●
公
共
料
金
の
見
直
し
・
遊
休
市
有
地

の
処
分
な
ど
に
よ
る
自
主
財
源
の
確
保
 

●
投
資
的
経
費
を
圧
縮
し
市
債
発
行

を
抑
制
 

　
当
面
、今
年
度
と
来
年
度
を
乗
り
切

る
た
め
、現
在
、事
務
事
業
の
抜
本
的
な

見
直
し
と
人
件
費
削
減
を
基
本
に
し

な
が
ら
具
体
的
な
対
策
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
 

　
今
後
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
市

民
サ
ー
ビ
ス
や
人
件
費
削
減
対
策
な
ど

の
具
体
的
な
内
容
は
、改
め
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
 

　
何
と
ぞ
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

◎
詳
し
く
は
、財
政
課
へ
。
 

1
内
線
2
3
1

［表-2］ 
平成4年度から14年度までの 

主な建設事業 

財政の健全化へ向けて… 1

事　業　名 事業費 

デイサービスセンター建設補助金 1億7305万円 

屋内ゲートボール場建設事業 9810万円 

萩野児童センター建設事業 1億2002万円 

本合海児童センター建設事業 1億9857万円 

斎場建設事業 10億1661万円 

勤労者福祉センター建設事業 9743万円 

産地直売施設整備事業 2126万円 

柏木山地区農道整備事業 8億4289万円 

農村総合整備モデル事業 3億4814万円 

国営土地改良事業負担金・助成金 29億320万円 

昔かたりのきこえるみちづくり事業 2億2714万円 

企業誘致用地取得助成金 6億5558万円 

市道新設改良事業 65億5928万円 

街路整備事業 29億6624万円 

新田川河川公園整備事業 5860万円 

都市下水路整備事業 9億1235万円 

東山公園整備事業 9億9090万円 

福田緑地・最上公園整備事業 2億3217万円 

駅前ふれあい広場整備事業 10億1604万円 

駅拠点施設整備事業負担金 5億9726万円 

駅周辺整備事業 20億1171万円 

小檜室団地建設事業 19億4121万円 

野際団地建替事業 10億8631万円 

流雪溝整備事業 12億4859万円 

新庄小学校大規模改造事業 5億4543万円 

昭和小学校改築事業 6億8949万円 

日新小学校改築事業 32億1795万円 

小学校プール・給食室改築事業 7億3005万円 

新庄中学校大規模改造事業 7313万円 

ふるさと歴史センター大規模改修事業 5023万円 

新庄藩主戸沢家墓所整備事業 2億5536万円 

雪の里情報館建設事業 6億6053万円 

市民球場建設事業   15億8731万円 

スキー場整備事業 5億9242万円 

県営土地改良事業負担金 21億746万円 

公共土木事業負担金（道路） 8億9750万円 

公共土木事業負担金（街路） 8億3487万円 

　　　　　　　計 385億6438万円 

35

40

45

50

55

60
［表-3］ 市税及び交付税の推移 

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

交付税 

市税 

15年度は見込み 

億円 

経常収支比率 
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国
民
年
金
は
、す
べ
て
の
人
が
生
涯
に

わ
た
り
基
礎
年
金
を
支
給
さ
れ
る
社
会

保
険
制
度
で
、老
後
の
生
活
の
基
盤
を

支
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
働
く
世
代
が
保
険
料
を
負
担
し
、そ

の
時
代
の
高
齢
者
を
支
え
て
い
く
世
代

間
扶
養
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
 

　
国
民
年
金
は
、老
後
に
受
け
る
年
金
の

ほ
か
に
、病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
に
な
っ
た
と

き
や
働
き
手
を
失
っ
た
と
き
に
残
さ
れ
た

配
偶
者
や
子
ど
も
が
受
給
で
き
る
３
つ
の

基
礎
年
金
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
 

  ◆
付
加
年
金
 

　
付
加
保
険
料（
月
額
４
０
０
円
）を
上

乗
せ
し
て
納
付
す
る
と
、老
齢
基
礎
年

金
に
加
算
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
付
加

年
金
額
は
、（
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料

納
付
月
数
）で
計
算
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は

付
加
保
険
料
は
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
 
 

◆
寡
婦
年
金
 

　
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を

満
た
し
た
夫
が
年
金
を
受
け
な
い
で
亡

く
な
っ
た
場
合
に
、妻（
婚
姻
期
間
が
10

年
以
上
）に
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
支
給

さ
れ
ま
す
。
年
金
額
は
、夫
が
受
け
る
は

ず
で
あ
っ
た
老
齢
基
礎
年
金
の
４
分
の
３

の
額
で
す
。
 

◆
死
亡
一
時
金
 

　
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
３
年
以
上

保
険
料
を
納
め
た
人
が
年
金
を
受
け
ず

に
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、遺
族
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
 

◆
そ
の
他
 

　
特
別
一
時
金
、短
期
在
留
外
国
人
へ
の

脱
退
一
時
金
な
ど
 

国
民
年
金
は
将
来
破
た
ん
す
る
と
い
う
噂

が
あ
り
ま
す
が
？
 

国
民
年
金
は
、厚
生
年
金
・
共
済
年
金
と
と
も

に
、国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
公
的
年
金

制
度
で
す
。
5
年
に
一
度
、社
会
情
勢
に
対
応

し
た
安
定
し
た
財
政
の
運
営
を
し
て
い
ま
す
。
 

 払
う
保
険
料
の
方
が
多
く
て
、受
け
取
る
年

金
が
少
な
い
の
で
は
？
 

世
代
間
の
助
け
合
い
と
い
う
考
え
の
も
と
、損

得
で
考
え
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、仮
に

平
均
寿
命
を
84
・
4
歳
と
し
た
場
合
、
40
年

間
で
納
め
る
総
額
約
1
、0
5
0
万
円
よ
り
、

受
け
取
る
総
額
約
1
、5
4
0
万
円
の
方
が

大
き
く
な
り
ま
す
。
 

 学
生
で
所
得
が
な
い
の
に
、国
民
年
金
に
加
入

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
 

卒
業
後
60
歳
ま
で
年
金
に
加
入
し
て
も
、
40

年
間
加
入
し
て
い
な
い
た
め
に
老
齢
基
礎
年

金
が
満
額
受
け
取
れ
な
か
っ
た
り
、
20
歳
以
後

の
加
入
し
な
か
っ
た
時
期
に
事
故
等
で
障
害

者
に
な
っ
て
も
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、平
成
3
年
4
月

か
ら
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
は
必
ず
国
民

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
 

国民年金はあなたの 
今と未来をささえます 

国民年金に加入しなければならない人は、 
日本に住所がある20歳以上60歳未満の人たちです 

11月は 

国民年金 
推進月間です 

老齢基礎年金 
□65歳になったとき 
●年額　797,000円（満額） 
　　　　  （月額　66,417円） 

20歳から60歳まで40年間 
全て保険料を納めた場合 

障害基礎年金 
□病気やけがで障害者になったら 
●年額　1級　996,300円 
　　　　   （月額　83,025円） 

　　　　2級　797,000円 
　　　　   （月額　66,417円） 

遺族基礎年金 
□もしも夫に先立たれたら 
●年額　1,026,300円 
　　　　   （月額　85,525円） 

妻子が受けるとき 
～子が1人の場合～ 

65歳から生涯にわたり受けられます。
納付期間が40年に満たない場合で
も､25年以上保険料を納めていれば､
期間に応じて年金を受けることがで
きます。 

年金額は障害の程度により異なりま
す。扶養されている子がある場合は
加算があります。20歳前の障害でも
一定の条件で20歳から年金が受け
られます。 

国民年金に加入している人が亡くなっ
たとき､その人に生計を維持されてい
た子がいる妻または子が受けること
ができます。子が18歳になった日以
後の3月末まで支給されます。 

国
民
年
金
制
度
の
し
く
み
 

国
民
年
金
だ
け
の
給
付
 

国
民
年
金
Ｑ
＆
Ａ
 

QQQ

国民年金の3つの柱 

AAA

緑地 

鉄塔 

緑
地 

6



自分で納めます 
1カ月13,300円 

（付加保険料1カ月400円） 

市民課国民年金担当窓口へ 

面積㎡ 

1

2

3

4

5

330.87

335.87

335.00

324.61

409.20

㎡単価（円） 価格（円） 

12,400

11,600

12,300

13,000

12,200

4,102,788

3,896,092

4,120,500

4,219,930

4,992,240

収
入
が
少
な
く
、毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料

が
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

学
生
や
離
職
、経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、保
険
料
の
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す
。申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。そ
の
後
、

10
年
以
内
に
余
裕
が
出
て
き
た
場
合
に
保
険

料
を
追
加
し
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 民
間
会
社
等
の
個
人
年
金
保
険
や
貯
蓄
を

し
て
い
る
の
で
国
民
年
金
を
納
め
な
く
て

も
よ
い
の
で
は
？
 

国
民
年
金
は
、物
価
の
変
動
に
応
じ
支
給
金

額
を
見
直
し
て
い
ま
す
の
で
、社
会
状
況
が
ど

う
変
わ
ろ
う
と
年
金
の
実
質
価
値
は
守
ら
れ

て
い
ま
す
。
個
人
年
金
や
貯
蓄
は
将
来
の
生
活

に
備
え
る
た
め
の
ひ
と
つ
の
方
法
と
し
た
ほ
う

が
よ
い
で
し
ょ
う
。
 

◎
市
民
課
国
民
年
金
担
当
1
内
線
1
3
3
・
1
3
4
、 

　
新
庄
社
会
保
険
事
務
所
1
2
2
‐
2
0
5
0

　
市
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
は
、住
所
・
氏
名
な
ど
の
個
人

情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
個
人
の
人
権
を
侵
さ

な
い
よ
う
、法
令
等
で
閲
覧
の
定
め
が
あ
る
も
の
を

除
き
、条
例
に
よ
り
自
分
の
情
報
以
外
は
知
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。 

　
条
例
に
基
づ
き
個
人
情
報
に
関
す
る
記
録
事
項

を
公
表
し
ま
す
。 

 

○
住
民
登
録
／
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別 

○
印
鑑
登
録
証
明
／
印
影
・
住
所
・
氏
名 

○
住
民
税
／
所
得
額
・
控
除
額
・
税
額 

○
固
定
資
産
税
／
土
地
・
家
屋
の
所
在
地
・
評
価
額
・
税
額 

○
国
民
健
康
保
険
税
／
世
帯
主
名
・
税
額 

○
税
の
諸
証
明
／
課
税
額
・
住
所
・
氏
名 

○
税
収
納
消
込
／
課
税
額
・
収
納
額 

○
給
与
／
職
員
の
給
与 

○
国
民
年
金
／
被
保
険
者
名
・
納
付
記
録 

○
福
祉
年
金
／
被
保
険
者
氏
名
・
年
金
額 

○
老
人
医
療
／
受
給
者
の
住
所
・
氏
名 

○
介
護
保
険
／
被
保
険
者
名
・
保
険
料
・
認
定
内
容 

○
児
童
手
当
／
受
給
者
の
住
所
・
氏
名 

○
保
育
料
／
入
所
児
童
の
住
所
・
氏
名 

○
福
祉
施
設
／
入
所
者
名
・
費
用
徴
収
額 

○
健
康
管
理
／
各
種
検
診
の
対
象
者
氏
名
・
結
果 

○
水
道
／
使
用
者
名
・
金
額 

○
下
水
道
／
受
益
者
負
担
金 

○
教
育
／
新
入
学
児
の
住
所
・
氏
名 

○
農
家
台
帳
／
農
地
基
本
台
帳 

○
選
挙
／
有
権
者
の
住
所
・
氏
名 

○
公
金
支
払
／
口
座
番
号
・
住
所
・
氏
名 

○
公
営
住
宅
／
氏
名
・
住
宅
使
用
料 

◎
詳
し
く
は
、企
画
調
整
課
情
報
統
計
室
へ
。
1
内
線
４
２
５ 

 

QQ

加入者（被保険者）は3種類 
さて、あなたは？ 

【松本地区】 
○学区   日新小・中学校   ○面積   323.69㎡ 
○㎡単価   29,000円   ○価格   9,387,010円 

【共通】 
○区分　都市計画区域内、用途地域外 
○地目　宅地　○建ぺい率　70％ 
○容積率　400％　○給水　上水道  
○排水　合併浄化槽　○ガス　プロパン 

分譲の条件　契約後7年以内に自ら居住する 
　　　　　　住宅を建築すること 

◎詳しくは、都市開発課内新庄市土地開発 
　公社へ。1内線535・536

【往還東地区】 
○学区　泉田小、萩野中 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
情
報
は 

保
護
さ
れ
て
い
ま
す 

宅地分譲 

～申し込みは先着順～ 
AA

主要地方道  新庄・戸沢線 

○済 

○済 

○済 

○済 ○済 

○済 

○済 ○済 

○済 

○済 

○済 ○済 

緑地 緑地 

緑地 

鉄塔 鉄塔 

→至松本 
 （国道47号） 

←
至
新
庄
東
高
 

○済 

○済 

○済 

○済 ○済 

○済 

○済 
○済 

○済 ○済 ○済 
○済 

○済 

○済 

○済 ○済 

○済 

○済 

○済 

○済 

○済 

○済 
○済 

緑
地
緑
地 

緑
地 

u

G-4

往還東宅地分譲平面図 

至 

秋
田 

至 

山
形 

国
道
13
号 

1

5

4

2 3
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8

国
民
文
化
祭
・
や
ま
が
た
２
０
０
３
開

催
に
ち
な
み
、
日
本
を
代
表
す
る
鍛
金

た
ん
き
ん

家
・
奥
山
峰
石
氏
の
作
品
展
を
開
催
し
、

多
く
の
市
民
が
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
関
係

者
が
出
席
す
る
中
、
奥
山
さ
ん
か
ら
国

民
文
化
祭
と
の
同
時
開
催
へ
の
喜
び
が

語
ら
れ
、
市
に
作
品
「
紫
陽
花

あ

じ

さ

い

」が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

金
工
は
、
大
き
く
分
け
て
、
鋳
金

ち
ゅ
う
き
ん・
彫

ち
ょ
う

金き
ん

・
鍛
金
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。
奥
山
さ

ん
は
、
鍛
金
の
手
法
を
使
っ
て
、
木
槌
や

金
槌
で
た
た
い
て
金
属
を
成
形
し
、
多

く
の
工
程
を
へ
て
芸
術
性
の
高
い
作
品

ま
で
仕
上
げ
て
い
く
の
で
す
。

実
演
の

見
学
に
訪

れ
た
子
ど

も
た
ち
に
、

奥
山
さ
ん

は
次
の
よ

う
に
語
ら

れ
ま
し
た
。

「
人
と

し
て
一
番

▲寄贈作品「紫陽花」 現在歴史センターに展示中です
作品寄贈に対し市から感謝状を贈呈しました（10月14日） ▲子どもたちが見入る中での実演

大
切
な
こ
と
は
、
約
束
を
守
る
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
そ
の
時
す
べ
き
こ
と
を
き

ち
ん
と
す
る
こ
と
。
金
工
は
、
た
た
い
て

金
属
が
硬
く
な
っ
た
ら
火
を
加
え
て
柔

ら
か
く
す
る
。
そ
う
し
て
少
し
ず
つ
形

を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
勉
強

も
運
動
も
遊
び
も
一
生
懸
命
や
っ
て
く

だ
さ
い
。」

訪
れ
た
人
々
は
、
大
人
も
子
ど
も
も
、

四
季
の
草
木
な
ど
を
題
材
に
し
た
繊
細

で
美
し
い
作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
は
十
分
で
す
か

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
風
邪
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
感
染
か
ら
発
病
ま
で
一
〜
二

日
た
っ
て
か
ら
38
℃
以
上
の
高
熱
、
倦け

ん

怠た
い

感
、
筋
肉
痛
、
せ
き
な
ど
の
症
状
の
ほ
か

に
、
高
齢
者
で
は
肺
炎
、
乳
幼
児
で
は
脳

炎
な
ど
の
合
併
症
で
死
に
至
る
こ
と
も

あ
る
怖
い
感
染
症
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
が
出
た
ら

早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら

冬
に
か
け
流
行
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら

次
の
点
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

①
流
行
前
に
予
防
接
種
を
受
け
る

②
流
行
時
に
は
人
ご
み
を
さ
け
、
外
出

時
に
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
　

③
外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
手
洗
い
・
う
が
い

を
す
る

④
加
湿
器
な
ど
で
室
内
の
乾
燥
を
防
ぐ

⑤
十
分
な
栄
養
と
休
養
を
と
る

●
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

予
防
接
種
を
受
け
て
い
れ
ば
、
七
割

か
ら
八
割
の
人
は
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
り
に
く
く
、か
か
っ
て
も
軽
い
症
状

で
す
み
ま
す
。

市
で
は
、
十
二
月
末
ま
で
、65
歳
以
上

の
方
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
料

の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、健
康
課
健
康
推
進
室
ヘ
。

1
内
線
5
1
3
〜
5
1
6

健
康
メ
モ

新
庄
市
名
誉
市
民
・
人
間
国
宝
―
奥
山
峰
石
氏

▲実演では見学に訪れた子どもたちも制作を体験 ▲作品展でのご本人による作品解説

▲オープニングで市に作品を寄贈

▲作品展

金
工
五
十
周
年
記
念
作
品
展
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故
郷
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

家
老
の
江
戸
だ
よ
り
、
ま
た
番
が
廻

っ
て
き
ま
し
た
。

私
は
と
う
と
う
、
去
る
七
月
六
日
七

夕
の
前
日
、
見
事
八
十
歳
と
な
り
ま
し

た
。
八
十
歳
代
と
な
る
と
、
重
み
が
ズ

シ
ー
ン
と
あ
り
、
愚
図
々
々

ぐ

ず

ぐ

ず

し
て
は
い
ら

れ
な
い
と
い
う
感
が
深
く
な
り
ま
す
。

さ
て
、「
国
民
文
化
祭
・
や
ま
が
た
２

０
０
３
」で
は
仕
事
を
し
ま
し
た
。
市
民

文
化
会
館
で
の
司
会
、
次
の
日
、
泉
田
の

旧
矢
作
家
住
宅
で
の
語
り
、
二
日
間
と

も
大
盛
況
で
し
た
。

私
の
常
宿
で
あ
る
市
内
の
旅
館
に

も
、
札
幌
か
ら
来
ら
れ
た
御
婦
人
、
千

葉
の
妹
さ
ん
、
お
母
さ
ん
を
交
え
て
四

人
で
、「
語
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」に
参
加

さ
れ
た
そ
う
で
、「
お
か
げ
さ
ま
で
と
て

も
い
い
親
子
旅
行
が
で
き
ま
し
た
。」
と

言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
う
れ
し
い
限
り

で
す
。

ま
た
連
句
の
会
に
参
加
さ
れ
た
方

も
、
七
、
八
人
泊
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
朝

食
堂
で
一
緒
に
な
り
、
ご
は
ん
を「
お
い

し
い
、
お
い
し
い
」と
機
嫌
よ
く
食
べ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
宿
の
朝
ご
は
ん
、
格
別

変
わ
っ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
す
が
、
と

て
も
お
い
し
い
の
で
す
。

東
京
で
は
、「
最
上
地
域
ふ
る
さ
と
連

合
会
」
が
設
立
さ
れ
、
九
月
二
十
七
日

に
設
立
総
会
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
最

上
の
一
市
四
町
三
村
、
そ
れ
ぞ
れ
の
友

の
会
が
一
緒
に
な
っ
て
手
を
握
り
、
故

郷
最
上
の
里
の
お
役
に
立
と
う
と
い
う

団
体
で
す
。
そ
し
て
、
固
辞
し
た
の
で

す
が
、
私
が
会
長
に
推
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
故
郷
の
こ
と
で
、
ほ
ん
と
う
に

忙
し
い
身
な
の
で
す
。
ブ
ツ
ブ
ツ
愚
痴
ぐ

ち

を
こ
ぼ
し
な
が
ら
、
し
か
し
内
心
は
喜

ん
で
ホ
イ
ホ
イ
が
ん
ば
っ
て
い
る
次
第

で
す
。

御
家
老
の
江
戸
だ
よ
り

「新庄市民が全国に胸を張って誇れるこの大切な場所

で、当時作られた作品に囲まれながら展示会をさせても

らえるということで力が入りました。」

その木工家具展に向けて準備をしていた作品の中のア

ームチェアとオットマンが全国木工芸コンペでグランプ

リを獲得し、タイミングが良いことにその一報が入った

のは、会期の2日前でした。

田中さんの表情には、柔和な中にもモノづくりを追求

する厳しさが感じられます。

「地元の方々が自由で楽しい日常生活をイメージでき

るモノづくりを目指したい。」と語る田中さんは、東京のデ

ザイン事務所を閉め1年半前に故郷の新庄で「地元の素

材と技術を用いる」というテーマをかかげ、木工房を開設

しました。

「きっかけとなったのは、戦前、旧積雪地方農村経済調

査所（現・雪の里情報館）で冬期の農家の副業としての民

芸運動を指導する目的で柳宗悦や、世界で最初のインテ

リアデザイナーといわれるフランスのシャルロット・ぺリ

アンなど一流の方々が訪れ、新庄・最上の人々が、民具な

どのモノづくりに情熱を燃やしていたことを知り感銘を受

けたことでした。」

工房からは、神室山系、丁
ひのと

山地、鳥海山そして月山、葉

山などの山々とそれらに囲まれた新庄盆地が見渡せま

す。田中さんは、その風景の中に50年、100年前の人々

の交流や暮らしぶり、民芸運動に力を注いだ時代の熱い

思いを想像しながら、これから先のモノづくりのヒントを

得ようとしています。

国
民
文
化
祭
に
て

新
庄
藩
筆
頭
江
戸
家
老
　
庄
司
永
建
さ
ん
（
東
京
都
在
住
）

いきいき

新庄人

▲「モガミモダン宣言」田中晴樹木工房家具展
（11月30日まで／雪の里情報館・雪国ギャラリー）

田中晴樹さん（梅ヶ崎はれ工房）

全国木工芸コンペでグランプリ受賞

日常生活を楽しくするモノづくり

▲国民文化祭で語りを披露
（10月12日／旧矢作家住宅にて）
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▲紙芝居などの催しがあった図書館まつり
（11月1日～2日／市立図書館など）

バイオマス寺子屋
身近な資源のリサイクルを体験しながら
学ぼうという「バイオマス寺子屋」で、子
どもたちが、5月に種をまいて大きく育て
たソルガムを収穫し、5回のシリーズを終
了しました。自然エネルギー作りを体験
してきた子どもたちは、頭と体を使った
体験学習で循環型社会の仕組みを学び
ました。

せん定枝をたい肥に
エコロジーガーデンの北部分には、リンゴ
や梨などの原種木約3,000本があり、市
は5月からこのすべての枝のせん定作業
を進めてきました。この大量のせん定枝
は米国製のバイオグラインダーという機械
で細かく砕かれ、早大新庄バイオマスセ
ンターが研究している微生物と家畜のふ
んを混ぜ高機能発酵肥料になります。貴
重なバイオマス資源を有効に利用し、ソ
ルガムの栽培などに役立てます。

秋の花フェスタ・コスモスまつり
「夢ふくらまそっ 」というテーマで初秋
を彩るコスモスまつりを開催し多くの市
民でにぎわいました。フリーマーケットや
地元の露店、フォーク・ロック・カントリー
コンサート、昔遊び、茶会など、訪れた
人々は、コスモスの咲きそろうかむてん公
園で秋の風情を楽しみました。また、夕
方からは、公園北東部の国道沿いに市
民会議メンバーが製作した熱気球のイル
ミネーションが点燈されました。

野草から紙を作ったよ
ヨモギ、ススキ、キッチンペーパー、ミキサ
ー、アイロンなど身近なものを使って紙を
作る雪体験フィールドワークを開催しまし
た。参加した子どもや親子連れは意外
と簡単にできる紙作りに大喜び。自然な
風合いの｢紙｣を次 と々作り出しました。

▲ススキやヨモギから紙を作った雪体験フィー
ルドワーク（10月18日／雪の里情報館）

▲県建築士会新庄支部青年部がボランティア
で杢蔵山にトイレを建設（10月5日）

▲たい肥の原料として利用するため3,000本の原種木すべてをせん定し行った木材のチップ化作業
（10月27日～31日／原蚕の杜）

▲バイオマス寺子屋で春から育てたソルガムを収穫（10月4日／原蚕の杜）

▲熱気球乗船が人気だった秋の花フェスタ・コス
モスまつり（10月4日～12日／かむてん公園）
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■ジュニアオリンピック陸上競技大会
男子800ｍBクラス優勝　渡辺光
（明倫中）

■最上地区中学校新人体育大会
【バスケットボール】男子①日新③八
向女子②日新③明倫【ソフトテニス】
団体／男子③明倫・新庄／個人②小
嶋康夫・笹一平（新庄）女子／団体②
明倫③新庄【ソフトボール】女子②新
庄【剣道】男子／団体②新庄Ａ③新
庄Ｂ・日新Ａ／個人①後藤秀平（日新）
③永井淳一郎（新庄)女子／団体③
新庄Ａ【サッカー】①萩野・新庄③明
倫【バドミントン】男子／団体①新庄
②日新③明倫シングルス／①�橋雅
樹（新庄）②千石哲也（日新）③真見和
貴（明倫)ダブルス／①星川嵩晴・星
川大地（新庄）②渡部康太・小野和哉
（新庄）③高橋勇磨・小野孝浩（明
倫）・星川恭平・高橋央（日新）女子／
団体①日新③新庄／シングルス①森
知宏（日新）③松田直子（日新）／ダブ
ルス①信夫愛実・野川香奈（日新）②
佐藤有純・矢作優季（新庄）【卓球】男
子／団体②明倫③新庄／個人②井
上雄太（新庄）③田村真紘（新庄）女
子／団体②八向／個人③佐藤麻由
佳（八向）【柔道】男子／団体①明倫
③新庄／個人55キロ①叶内雄太
（明倫）60キロ①小倉文弥（明倫）②
渡部雄平（明倫）81キロ①阿部剛大
（新庄）②黒羽和馬（新庄）③阿部有
将（明倫）90キロ②西田統（日新）③
斎藤圭志（明倫）90キロ超①斎藤昭
（新庄）②阿部匠（日新）女子／団体③
新庄／個人48キロ③今田果那（明
倫）52キロ③伊藤永莉（新庄）57キ
ロ②星川美里（新庄）③近藤美穂（明
倫）70キロ②樋渡茜（明倫）【軟式野
球】①新庄③日新【相撲】団体1部③
明倫／団体２部①明倫／個人1部①
加藤慧（八向）個人2部③上野克（明
倫）【陸上競技】男子／1年100ｍ②
小田島一斗（八向）③星川喜美雄（萩
野）2年100ｍ②早坂裕也（萩野）1
年200ｍ②小田島一斗（八向）共通

800ｍ③矢部司（日新）1年1500
ｍ①今田敏文（明倫）③中嶋祐樹（八
向）共通3000ｍ③矢口靖士（新庄）
共通砲丸投①伊藤謙（日新）女子／1
年100ｍ②小野史葉（日新）③齋藤
なつき（八向）1年200ｍ①小森千
奈津（日新）共通1500ｍ②外崎恵
美（日新）共通走幅跳③成澤志歩（日
新）共通砲丸投②奥山沙知（萩野）共
通400ｍリレー①日新（斎藤恵梨香、
小森千奈津、小野史葉、斉藤麻里）
総合②日新　

■15年度下水道コンクール（小学4～6年生）
【標語の部】最優秀賞／佐藤寛人（北
辰）優秀賞／山下惇（升形）山科菜月
（沼田）伊藤恵美（角沢）伊木友紀恵
（角沢）平賀将太（本合海）今田美優
（北辰）伊藤宣哉（日新）八鍬佑香（日
新）三川颯（日新）
【ポスターの部】最優秀賞／片野未
来（新庄）優秀賞／市川萌花（沼田）
加藤拓朗（沼田）

▲新庄いものこマラソンに市民41人が参加（10月19日／山屋）

▲本合海さくら会と本合海小児童30人が桜を植樹（10月22日／八向公園・旧二の丸跡）

▲もがみ大産業まつり
（10月11日～12日／ゆめりあ）

▲第6回市場まつり
（10月26日／新庄青果物地方卸売市場）

栄 光 を た た え て
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▼
と
き

12
月
3
日
d
、
1
月
14
日

d
、
2
月
12
日
e
、
3
月
11
日
e

の
午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
な
ど
軽

体
操
の
実
技
▼
申
し
込
み

11
月

25
日
c
ま
で（
先
着
20
人
）

▼
参
加
費
無
料

y
健
康
課
健
康
推
進
室

1
内
線
5
1
6

▼
団
地
名

小
桧
室
団
地
（
3
Ｄ

Ｋ
＝
2
戸
）2
5
、2
0
0
円
〜
4
2
、

2
0
0
円
、
玉
の
木
団
地（
3
Ｋ
＝

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

健
康
運
動
講
座

2
戸
）8
、4
0
0
円
〜
1
7
、6
0

0
円

▼
資
格

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

人
①
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
、
②

同
居
親
族
が
い
る（
婚
約
者
可
、
50

歳
以
上
単
身
可
）、
③
収
入
基
準

に
合
う
、
④
税
金
の
未
納
が
な
い

▼
入
居
予
定
12
月
19
日
f

▼
申
し
込
み

11
月
25
日
c
〜
12

月
3
日
d

y
都
市
開
発
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

1
内
線
5
3
1
・
5
3
2

▼
と
き

12
月
3
日
d
／
ク
リ
ス
マ

ス
リ
ー
ス
、
12
月
17
日
d
／
し
め
飾

り
、
午
前
の
部=

午
前
10
時
〜
正

午
、
夜
間
の
部=
午
後
7
時
〜
9
時

▼
と
こ
ろ
わ
く
わ
く
新
庄

▼
講
師
木
ら
木
ら
星

▼
材
料
代
1
、5
0
0
円

▼
申
し
込
み

11
月
28
日
f
ま
で

手
作
り
教
室

と
の
医
療
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。

10
月
か
ら
「
か
か
り
つ
け
医
」
か

ら
診
療
予
約
さ
れ
た
紹
介
患
者

の
専
用
診
療
時
間
を
設
定
し
ま

し
た
。

当
院
を
受
診
す
る
場
合
は
、
で

き
る
だ
け
「
か
か
り
つ
け
医
」の
紹

介
状
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

y
県
立
新
庄
病
院
医
事
経
営
課

1
22
｜

5
5
2
5

当
座
預
金
、
普
通
預
金
、
別
段

預
金
は
17
年
3
月
末
ま
で
引
き
続

き
全
額
保
護
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以

降
は
、
条
件
を
満
た
す
預
金
の
み

と
な
り
ま
す
。

農
漁
協
系
統
貯
金
保
険
制
度

も
同
様
の
取
扱
い
で
す
。
詳
し
く

は
、
お
近
く
の
金
融
機
関
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

y
東
北
財
務
局

1
0
2
2
｜

2
6
3
｜

1
1
1
1

新
し
い
預
金
保
険
制
度

①
買
い
物
袋
を
持
参
す
る
、
②
商

品
の
過
剰
包
装
を
辞
退
す
る
、
③

環
境
に
や
さ
し
い
商
品（
詰
め
替

え
品
、
再
生
素
材
を
使
用
し
た
商

品
な
ど
）を
購
入
す
る
、
な
ど
の
ち

ょ
っ
と
し
た
行
動
が
環
境
へ
の
負
担

を
減
ら
し
ま
す
。

y
山
形
県
環
境
企
画
課

1
0
2
3
｜

6
3
0
｜

2
3
3
6

特
別
永
住
者
で
、
旧
日
本
軍
の

軍
人
軍
属
な
ど
と
し
て
戦
死
さ
れ

た
方
や
重
度
戦
傷
病
者
で
死
亡
さ

れ
た
方
の
ご
遺
族
に
弔
慰
金
が
、

重
度
戦
傷
病
者
に
見
舞
金
が
そ
れ

ぞ
れ
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
請
求
期
限
平
成
16
年
3
月
31
日

y
福
祉
事
務
所
生
活
支
援
室

1
内
線
5
4
2

特
別
永
住
者（
朝
鮮
半
島
・

台
湾
出
身
者
）の
方
へ

環
境
に
や
さ
し
い

買
い
物
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

募集

お知らせ

新庄市社会福祉大会
○11月22日G午後1時 ○市民プラザ

○長寿者へのお祝い、功労者表彰、講演など
◎新庄市社会福祉協議会122-5797

（
先
着
20
人
）

y
わ
く
わ
く
新
庄
1
23
｜

0
1
9
7

全
国
各
地
に
長
期
滞
在
し
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
専
念
す
る
事
業

▼
対
象
18
歳
〜
30
歳
の
人（
60
人
）

▼
期
間
16
年
4
月
1
日
〜
17
年
3

月
31
日
の
中
で
6
カ
月
〜
1
年
間

▼
選
考
書
類
選
考
・
面
接
選
考

▼
申
し
込
み
12
月
1
日
b
必
着

y
^
日
本
青
年
奉
仕
協
会

1
0
3
｜

3
4
6
0
｜

0
2
1
1

よ
り
良
い
医
療
を
提
供
す
る
た

め
、
医
院
な
ど
の「
か
か
り
つ
け
医
」

県
立
新
庄
病
院
か
ら

「
青
年
長
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
計
画
」

参
加
者
募
集

○と き 11月25日Cから
○ところ 市役所東庁舎1階情報統計室
○価格 600円
◎詳しくは、企画調整課情報統計室
へ。 1内線426

全国で約10万世帯を対象にする
住宅についての考えを伺う調査で
す。11月24日B～12月7日Aに対
象となった世帯を調査員が訪問し
ます。
◎詳しくは、都市開発課まちづくり
推進室へ。 1内線532

○とき 11月16日A

午前9時30分～午後6時
○内容 新米、秋野菜、きのこ、もち、漬
物などの販売、ざっぱ汁サービス
◎詳しくは、産直まゆの郷123-5007、
農林課農林振興室1内線262へ。

「産直まゆの郷」収穫祭

○と き 11月25日C午前10時～午後4時
○ところ ゆめりあ花と緑の交流広場
○内容 身近な素材を使ったアイデア
作品、消費生活に必要な情報

◎詳しくは、商工観光課商工振興室へ。
1内線254

豊かな暮らしを築く
市民生活展

○と き 12月7日A午後1時30分～
○ところ 雪の里情報館雪国文化ホール
○講師 山形大学工学部教授・梅宮弘道氏
○申し込み 12月4日Eまで
◎無料です。詳しくは、雪の里情報館へ。

122-7891

雪国の家庭における
新しい消雪の試み
～第3回雪国生活研究所～

住宅需要実態調査に
ご協力ください

2004年版やまがた
県民手帳を販売します

市役所122-2111
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11月のお・知

「過労死」相談／○フリーダイヤル0120-603-114

▼
所
在
地
鳥
越
字
玉
の
木
9
9
7

｜

1
1
0
、
1
0
4

▼
面
積
2
6
7
・
4
9
㎡（
宅
地
）

▼
価
格
6
4
0
万
円

▼
申
し
込
み

財
政
課
備
え
付
け

の
用
紙
で
12
月
10
日
d
ま
で

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

y
財
政
課
1
内
線
2
3
3
・
2
3
4

▼
対
象

高
校
・
大
学
な
ど
の
入
学

金
・
学
資
金
・
生
活
資
金

▼
限
度
額

1
人
5
0
0
万
円
・
2

人
以
上
1
、0
0
0
万
円
ま
で

▼
金
利

年
3
・
0
％
〜
3
・
2
％

（
保
証
料
込
み
）

y
労
働
金
庫
新
庄
支
店
1
22
｜

7
1
5
1

ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン

市
有
地
の
売
却

返
済
期
間
の
延
長（
最
長
15
年
）、

元
金
据
え
置
き
期
間
の
設
定（
最

長
3
年
）、
元
金
据
え
置
き
期
間

中
の
金
利
引
下
げ
の
変
更
を
16
年

3
月
31
日
ま
で
申
請
に
よ
り
実
施

し
ま
す
。

y
住
宅
金
融
公
庫
東
北
支
店

1
0
2
2
｜

2
2
7
｜

5
0
0
3

万
一
の
交
通
事
故
の
基
本
的
な

対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
全
て

の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
車
検
制
度
の
な
い
バ

イ
ク
・
原
付
自
転
車
は
特
に
期
限

切
れ
・
か
け
忘
れ
に
ご
注
意
を
。

y
東
北
運
輸
局
山
形
運
輸
支
局

1
0
2
3
｜

6
8
6
｜

4
7
1
1

自
賠
責
保
険
・
共
済
の

期
限
は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か

住
宅
金
融
公
庫

住
宅
ロ
ー
ン
特
例
措
置

―芸術文化振興基金助成事業―

¡と き 12月4日E～18日E

（水曜日は休館です）

¡ところ 雪の里情報館雪国ギャラリー
◎入場無料です。詳しくは、雪の里情報館
へ。 122-7891

¡と き 11月18日C午前10時～午後1時

¡ところ ゆめりあ

¡内 容 転作田でとれた野菜のおいしい食べ

方の展示､ふろふき大根の作り方の実演など

◎詳しくは、農村生活研究グループ最上地

方連絡協議会・岸田へ。 122-6519

¡と き 12月21日A午後2時開演

¡ところ 市民プラザ大ホール

¡出 演 田中麻理氏、江口順子氏、井上

雅人氏、明倫中学校音楽部、ちゃれんこ、

マルコ幼稚園児ほか

¡入場料 大人2,000円、高校生以下1,000円

◎詳しくは、オペラ in 新庄・江口へ。

122-0692

¡と き 11月29日G午後5時～

¡ところ 市民プラザ大ホール

¡当日券 3,000円（一般）

◎会員制です。当日のみ鑑賞は別料金です。

詳しくは、新庄親子劇場へ。 122-7714

¡と き 11月21日F～24日B

¡ところ ゆめりあ花と緑の交流広場

¡内 容 心の病気で作業療法している人

などで社会復帰をめざす人の絵画・書

道・陶芸・木工細工などの展示

◎詳しくは、新庄明和病院医療相談室へ。

122-2047

こころのフェスティバル作品展

人形芝居「あなたがうまれるまで」

オペラ・ヘンゼルとグレーテル

手づくりの味交換会

「新庄の自然から 滝澤徹也展」

社会福祉協議会ホームページ
○内容 ボランティア、介護支援など

http://www12.plala.or.jp/syakyo-s/index.htm
◎新庄市社会福祉協議会122-5797

看
板
の
設
置
基
準
が
変
わ
り
ま

し
た
。
改
正
以
前
か
ら
設
置
し
て

い
る
看
板
で
も
、
12
月
31
日
ま
で

に
新
し
い
基
準
に
適
合
し
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

y
最
上
総
合
支
庁
建
設
総
務
課

1
28
｜

7
7
4
0

所
得
税
、
相
続
税
、
消
費
税
、

資
産
の
譲
渡
な
ど
の
国
税
に
つ
い

て
、
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

11
月
28
日
f
午
前
10
時

〜
午
後
3
時

▼
と
こ
ろ
市
役
所
西
庁
舎

▼
対
応

仙
台
国
税
局
税
務
相
談

室
酒
田
分
室

y
税
務
課
課
税
室
1
内
線
1
4
3

出
張
税
務
相
談

あ
な
た
の
看
板
は

大
丈
夫
で
す
か

催し

冬期間の暖房は、火災予防はもちろん、
灯油の取扱いにも十分注意が必要です。
多量の灯油が水路や側溝から河川に流出
すれば、重大な環境汚染につながります。
●事故を未然に防ぐには
①タンクから他の容器に移し替える際は、
絶対目を離さない、②タンクのバルブの閉
め忘れがないか確認する、③タンクや配管
に亀裂や破損個所がないかチェックする、
④落雪箇所にタンクを設置しない、⑤定
期的に残量を確認する

●灯油をこぼしたときは
①タンクのバルブを閉める、②新聞紙や
布を使い、敷地外や水路・側溝への流出
を食い止める、③流量の少ない水路など
に流出した場合は、雪や砂、毛布等でせ
きとめる
※灯油を流出させた場合は応急処置の
うえ下記まで連絡してください。
◎詳しくは、最上総合支庁環境課122-
1111、最上広域消防本部122-7521、
環境課環境保全室1内線432へ。

灯油の取扱いに注意

～愛情と責任を持って飼いましょう～
犬・猫などのペットを飼う場合、飼い主

のモラルが問われます。近隣や周囲の人
に迷惑をかけることなく、楽しく快適にペッ
トと暮らすために、しつけは欠かせません。

フンなどの後始末、放し飼いはしない、
必要に応じて去勢などの繁殖制限をする
といった点に気をつけましょう。
また、どうしても飼えなくなった場合は、
保健所などに相談してください。
◎詳しくは、環境課環境保全室へ。

1内線432

ペットもあなたの家族です
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太
田
は
、泉
田
川
と
指
首
野

さ

す

の

川
に
挟

ま
れ
、
か
つ
て
は
清
水
が
湧わ

き
出
て
絶

え
る
こ
と
の
な
い
、
水
に
恵
ま
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
の
水
の
お
陰
で
、こ

の
集
落
の
田
ん
ぼ
は
豊
か
に
稔み

の

り
、
村

が
栄
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、「
太

田
」と
は
、そ
の
よ
う
に
、
豊
か
に
実
る

田
を
意
味
し
て
い
る
。

隣
の
集
落
・
荒
小
屋
は
、
泉
田
川
が

氾
濫

は
ん
ら
ん

す
る
と
、こ
の
地
ま
で
大
被
害
が

及
び
、い
く
ら
働
い
て
も
洪
水
の
た
び

に
ひ
ど
く
荒
れ
果
て
た
の
で
、「荒
小
屋
」

と
名
が
つ
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
藩
政

時
代
に
新
し
く
小
屋
を
建
て
、足
軽
を

置
い
て
、
北
部
の
防
備
を
固
め
た
こ
と

か
ら
、「
新
小
屋
」と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
、と
い
う
説
も
あ
る
。

し
か
し
、
戸
沢
氏
が
新
庄
に
入
っ
て

き
た
こ
ろ（
江
戸
時
代
初
め
）、
既
に

「
太
田
」「
荒
小
屋
」と
い
う
集
落
は
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
後
者
の
説
は
い

か
が
で
あ
ろ
う
か
。

二
つ
の
集
落
と
近
い「
谷
地
小
屋
」も
、

同
じ
よ
う
に
江
戸
時
代
以
前
か
ら
あ

シリーズ教育――Part.5
学力向上フロンティアスクール新庄中学校（文部科学省指定）
新庄中学校＝生徒数380人、学級数12、教職員32人（平成15年5月1日現在）

「
学
力
を
考
え
る
」

―
―
新
し
い
時
代
へ
の
人
づ
く
り
―
―

今
回
は
、
生
き
た
学
力
を
育
成
す
る
進
路
体
験
学
習
を
実
践
し
て
い
る

学
校
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。り

、
他
の
人
や
自
然
と
共
生
す
る
力
と
い

え
ま
す
。

教
育
は
や
や
も
す
る
と
目
先
の
学

習
・
環
境
に
適
応
で
き
る
子
ど
も
の
育
成

に
目
が
向
き
が
ち
で
す
が
、
将
来
に
わ
た

り
生
活
・
環
境
に
適
応
で
き
る
人
間
の
育

成
に
力
を
注
が
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

本
校
で
は
次
の
と
お
り
教
育
重
点
目

標
を
掲
げ
、
特
別
活
動
や
総
合
的
な
学
習

の
時
間
を
中
心
に
体
験
と
感
動
を
重
視

し
た
教
育
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

●
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
の
、
将
来
に
わ
た

る
人
生
観
と「
夢
」を
具
現
す
る
職
業

選
択
能
力
を
養
う

●
集
団
の
中
の
個
人
と
し
て
、
協
働
の
精

神
と
自
己
存
在
感
を
も
っ
て
社
会
に

寄
与
で
き
る
資
質
・
能
力
を
養
う

体
験
学
習
を
通
じ
て

「
生
き
た
学
力
」を

特
に
進
路
体
験
学
習
で
は
、
大
学
や
専

門
学
校
を
希
望
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
訪
問

し
、
説
明
や
見
学
に
と
ど
ま
ら
ず
実
習
や

授
業
体
験
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
職
業
観
に

学
習
内
容
を
照
ら
し
て
、
進
路
の
イ
メ
ー

ジ
を
描
く
こ
と
が
で
き
、
学
校
教
育
だ
け

「
よ
く
生
き
る
」人
間
を
育
て
る

「
生
き
る
力
」と
し
て
の
学
力
形
成
に

は
決
定
打
や
即
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

世
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
や
自
然
・
環

境
・
文
化
・
学
問
に
関
心
を
持
ち
、
単
に

生
き
る
の
で
は
な
く「
よ
く
生
き
る
」人

間
を
育
て
る
た
め
に
は
、
多
様
な
試
み
や

働
き
か
け
が
必
要
で
す
。

将
来
の
生
活
・
環
境
に

適
応
で
き
る
人
間
の
育
成

金
と
モ
ノ
中
心
の
社
会
的
枠
組
み
が

問
い
直
さ
れ
、
豊
か
な
心
を
育
て
る
社

会
の
再
構
築
が
図
ら
れ
て
い
る
と
き
、
学

校
現
場
で
も「
学
習
と
学
問
」「
生
活
と
職

業
」「
社
会
と
生
き
が
い
」と
い
っ
た
そ
れ

ぞ
れ
の
関
わ
り
が
見
つ
め
直
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。

進
路
指
導
で
も
職
業
観
や
人
生
観
の

育
成
に
向
け
て
、
生
徒
の
希
望
を
生
か
し

た
進
路
選
択
の
あ
り
方
が
模
索
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、「
行
動
力
」を
高
め
る
教
育
も
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
夢
・
希
望
・
目
標
の
実

現
に
向
け
て
自
己
を
発
揮
す
る
力
で
あ

で
は
得
難

い
貴
重
な

実
体
験
か

ら
多
く
の

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

興
味
と
適
性
が
初
等
・
中
等
・
高
等
教

育
に
、
さ
ら
に
は
職
業
と
人
生
設
計
に
連

鎖
す
る
学
習
こ
そ
、い
ま
の
生
涯
学
習
社

会
に
求
め
ら
れ
る「
生
き
た
学
力
」を
育

成
す
る
進
路
体
験
学
習
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

（
日
新
中
学

校
）

▲大学での保育指導の進路体験学習

総合的な学習の時間と進路体験学習 

1 年 

｢

学
び
の
出
会
い｣ 

● 

集
団
適
応
学
習 

● 

福
祉
交
流
学
習 

● 

自
己
理
解
学
習 

｢

学
び
の
広
が
り｣ 

● 

企
業
見
聞
学
習 

● 

職
業
体
験
学
習 

● 

個
性
伸
長
学
習 

2 年 3 年 

進
路
選
択
決
定 

｢

学
び
の
表
現｣ 

● 

職
業
体
験
学
習 

● 

適
性
理
解
学
習 

● 

進
路
体
験
学
習 

（
高
校
・
大
学
・
専
門
学
校
） 
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り
、
太
田
地
区
と
同
様
、
泉
田
川
と
指

首
野
川
に
挟
ま
れ
た
湧
水
地
帯
で
あ

る
。「
谷
地
」と
は
ま
さ
し
く
湿
地
帯
の

意
味
で
あ
る
が（
ア
イ
ヌ
語
で
も「
ヤ
チ
」

と
言
う
）、泉
田
川
の
近
く
と
い
う
こ
と

で
は
、「
荒
小
屋
」と
も
環
境
は
似
て
い

る
。こ

の
よ
う
に
、
三
つ
の
地
区
は
共
通

性
が
あ
る
の
に
、
太
田
と
荒
小
屋
は
全

く
対
照
的
な
い
わ
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
考
え
る
と
、「
小
屋
」と
い
う
言
葉
は
、

普
通
に
使
わ
れ
る「
小
さ
い（
粗
末
な
）

家
」と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
も
と
も

と
は
別
の
意
味
の
言
葉
で
、い
つ
の
こ

ろ
か
ら
か
転
化
し
て
使
わ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。

（
市
史
編
さ
ん
室
）

「あっ、地震！」その時あなたは
どうしますか？BOOKS

NOW!

～図書館はオアシス～

今月のおすすめ

P早過ぎる自叙伝 えり子の冒険 …渡辺えり子
PダイエットSHINGO……………香取　慎吾
Pトーキョー偏差値………………林　真理子
P紅葉撮影術………四季の写真編集部編
P秋の童話～ｵｰﾀﾑ･ｲﾝ･ﾏｲ･ﾊｰﾄ～ オ・スヨン
P柳宗理エッセイ ………………柳　　宗理
P池波正太郎のそうざい料理帖 …池波正太郎
Pオーシャン・パークの帝王（上・下）

……………………スティーブン・L.カーター
Pまひるの月を追いかけて ……恩田　　陸
Pトカジャクソン……………………戸梶　圭太
P浮世道場 ………………………群　ようこ
PEscape－消えた美食家－…内田　康夫
P目からウロコの江戸時代－民俗・暮らし
のおもしろ雑学－ ……………武田櫂太郎

P昭和は遠くになりにけり ………爆笑問題
Pインフォームド・コンセント－患者が納得
し同意する診療－……………星野　一正

Pいまからここから ………………相田みつを
P小説ゲロッパ！…………………井筒　和幸
P恋の魔法をかけられたら－恋愛対談－ …唯川　　恵
P紫苑の絆（上・下）……………谷　　甲州
Pつまらない男に恋をして ……藤堂志津子
P金持ちＡ様×貧乏Ｂ様－成功の気づき方－

………………………日本テレビ放送網 編
P体がぐんぐん若返る黒酢のチカラ…主婦の友社 編
PLAST ……………………………石田　衣良
P皇帝ナポレオン（上・下）……藤本ひとみ
P薄暗い花園 ……………………岩井志麻子
Pもしも私が、そこにいるならば ……片山　恭一
Pお年寄りと絵本でちょっといい時間 …山花　郁子
P徳川四天王（上・下）…………南原　幹雄

新着図書

●今月のテーマ展示●

『旅』
紅葉のきれいな季節になりました。今月は

近場へのお出かけから本格的な旅行まで楽
しめる本や、紀行文・温泉特集などを集めて
みました。

幕末期、久保田藩直轄の院内銀
山に名物医がいた。日本で初め
て秋田で行われた種痘術な
どを横軸に、文人にして趣味
人、風流人である門屋養安
（新庄出身）の生涯と様々な人間
模様を連達の筆致で描く傑作小説。

『養安先生、呼ばれ！』
西木正明著

今
年
に
入
り
、
五
月
と
七
月
に
震
度
四

と
い
う
大
き
な
地
震
が
あ
り
防
災
へ
の
関

心
が
高
ま
る
中
、
十
月
二
十
五
日
市
内

東
部
地
区
で
市
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

新
庄
盆
地
断
層
帯
を
震
源
と
す
る
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
の
直
下
型
地
震
が
発

生
。
震
度
六
強
を
記
録
し
建
物
は
倒
壊
、

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
被
害
を
受
け
、
ま
た
各
地
で
火
災
が
発

生
し
た
と
い
う
想
定
で
す
。

地
区
住
民
や
消
防
団
な
ど
総
勢
約
七

百
人
が
参
加
し
、
消
火
訓
練
や
避
難
所
の

確
保
、
新
庄
薬
師
園
・
か
つ
ろ
く
の
里
な

ど
の
老
人
福
祉
施
設
や
山
屋
小
学
校
で

の
避
難
訓
練
、消
防
団
に
よ
る
一
斉
放
水
、

県
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー「
も
が
み
」に

よ
る
緊
急
物
資
搬
送
や
重
症
者
の
救
命

運
搬
訓
練
な
ど
、
実
際
さ
な
が
ら
の
訓
練

に
参
加
者
は
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な

い
自
然
災
害
。

「
も
し
も
」の
と
き
に
備
え
、
日
ご
ろ
か

ら
的
確
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
家
庭
や

職
場
な
ど
で
も
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。

▲山屋小児童と周辺住民の避難訓練
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再生紙100％と環境にやさしい
大豆油インキを使用しています

お魚さん　
大きくなってね
～下水道の日～

41,505人（41,795人）
女 21,595人（21,685人）

世帯数 13,376世帯（13,364世帯）

9月の異動

出　生 00,028人（00,046人）

死　亡 33人（00,028人）

転　入 81人（000,87人）

転　出 88人（00,108人）

※（ ）は1年前の住民基本台帳

男 19,910人（20,110人）

月
山
も
、
鳥
海
山
も
、

も
う
雪
を
ま
と
っ
て
い
る
。

木
枯
ら
し
が
吹
き
荒

れ
、
た
び
た
び
あ
ら
れ

も
降
る
。

杢
蔵
山
に
も
、
も
う
雪

が
く
る
。

こ
の
頃
に
な
る
と
、
村
の

人
も
街
の
人
も
、
ど
ん

じ
ょ（
鰌

ど
じ
ょ
う

）ほ
り
に
出
か

け
る
。

ほ
っ
か
む
り
に
ど
ん
ぶ

く
（
綿
の
入
っ
た
絆
天
）

姿
シ
ャ
ブ
ロ（
ス
コ
ッ
プ
）

に
手
桶
を
持
っ
て
た
ん

ぼ
に
い
く
。

親
子
連
れ
も
い
る
。

寒
い
季
節
に
な
る
と
、
鰌
は
田
の
水
口
近
く
に
集
ま
っ
て
い
る
。

泥
で
周
り
を
囲
っ
て
水
を
よ
け
、
泥
を
か
く
。

寒
さ
に
動
作
が
鈍
く
な
っ
た
鰌
が
、
ひ
く
ひ
く
動
い
て
い
る
。

こ
れ
を
す
く
っ
て
、
手
桶
に
入
れ
る
。

毎
年
の
こ
と
だ
か
ら
、
鰌
の
集
ま
る
と
こ
ろ
は
よ
く
知
っ
て
い
て
、
食
べ
る

ほ
ど
を
と
る
の
は
、
む
ず
か
し
く
な
か
っ
た
。絵

＝
三
条
正
美
、
文
＝
笹
喜
四
郎

（
昭
和
六
十
一
年
新
庄
市
発
行
）

ど
ん
じ
ょ
ほ
り

かつろく思い出の四季

バイオマス・クイズ
～新庄を「緑の油田に」～

さて問題です。たい肥の原料にするため、せん定したエコロジー
ガーデン内のリンゴや梨の原種木は何本でしょう。①300本、②
3,000本、③9,000本／はがき・ファクス・ｅメールに「①答え、②
住所、③氏名、④年齢、⑤電話番号、⑥広報紙を読んでの感想など」
を書いて、〒996‐8501新庄市企画調整課市民協働広報室あて、
11月25日まで応募してください。
ファクス22-0989／ｅメール kikaku＠city.shinjo.yamagata.jp

10月号には25件の応募があり、正解は｢②ソルガム｣でした。広報10月
号を読んだ感想から紹介します。「今月号の広報を読むまでソルガムとい
う植物があることも、またそれが市で栽培されていることも初めて知りま
した。しかも、恥ずかしながら“バイオマス”のはっきりした意味もわかり
ません。教えて下さい。」【バイオマス＝生物体をエネルギー源または工
業原料として利用すること。また、その生物体。（広辞苑より）】
11月号では、10人に図書券1,000円分をプレゼントします。

「全国下水道の日」記念行事として行われた稚魚の放流。
今年は、かむてん公園で東部保育所園児が太鼓を披露し、
升形川にヤマメの稚魚約3,000匹を放流。きれいな川に
成長への願いを込めて見送りました。

表 　 紙
の

写 　 真

9月末現在の新庄人
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